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1.はじめに 

山岳地域は凍結防止剤を散布しており,このような

地域において無塗装の耐候性鋼橋を使用する場合に

は図-1に示すような目安が設けられている. 

しかしこの目安はあくまで高知道での過去の調査

結果に基づいて提案されたものであり他の異なる条

件下で利用できるか疑問が残る. 

そこで高知道の複数の橋梁を対象にして,凍結防止

剤の飛散量と鋼材の腐食量を把握し,凍結防止剤の飛

散,腐食と地形環境の影響に関して定量的な知見を得

る.そして過去の調査結果(2 から地域による影響を明

確にすることが目的である. 

2.対象橋梁 

図-2に示す高知道の 4 橋梁,8 箇所を対象に調査を

行っている.今回の調査箇所は高低差のない並列橋,

高低差のある並列橋,地山に近い橋梁そしてトンネル

の出入り口の橋梁である. 

3.調査概要 

 凍結防止剤の散布量,飛散量と腐食量の関係を調べ

るため,以下の計測および調査を行っている. 

・ドライガーゼ式塩分捕集器具による凍結防止剤の

飛散量計測(2016/11/24~2017/5/25) 

・暴露試験片の 1 年間暴露(2016/11/24～2017/11/25) 

凍結防止剤の散布量,交通量に関しては道路会社か

ら提供していただいた. 

写真-1のような塩分捕集器具と暴露試験片をウェ

ブ下部と下フランジ上面に設置し凍結防止剤の飛散

量と鋼材の腐食量を調べる. 

凍結防止剤は，車両による散布を行っていること

から散布量は路線全体に均等に散布されていると仮

定し,上下線を合わせた路線 1m 当りの散布量を路線

の散布量として算出している. 

4.調査結果 

過去の調査(2から散布量の 3 割程度は翌月の飛散

に関与している結果が得られた.図-3に観測月と飛

散量の関係性を示す.今回高知道における凍結防止 

 

図-1 凍結防止剤散布地域における既往の目安(1 

 

図-2 調査橋梁位置 

(国土地理院の地図を使用) 

 

写真-1計測機器設置の様子 

 

図-3 観測月と散布量の関係(新屋敷橋) 



剤散布は 3月末で終了している，4/26 から 5/25 の期

間は散布が行われていないことから撒かれていない

時期の減少量の算出を行うと高知道では散布量の 2-

3 割程度は翌月の飛散に寄与しているものだと考え

られる.  

図-4 に凍結防止剤の散布量と飛散量の関係を示す.

散布量が増加すると飛散量が増加している.これよ

り，最大飛散量と散布量(飛散寄与分)の比率を飛散

寄与率 k と置き，C＝kS の回帰式から飛散寄与率を

算出することができる.長野調査と今回の高知道の

結果から，飛散寄与率は k=0.5～3.1 であった.このこ

とから.地域の影響は少ないものと推察できる. 

図-5,6 に凍結防止剤の飛散量と鋼材の腐食減耗量

(板厚減少量)の関係を示す. 年平均飛来塩分量

0.05mdd(3と層状剥離さびの生じない環境の 1 年板厚

減少量 30μm(4を赤線で示している. 年平均飛散量と

腐食減耗量は A=αCβ の関係が示される.長野調査と

比較すると高知調査の方が同飛散量における腐食減

耗量が多いが，回帰式の傾きに注目すると大きな違

いは見られなかった.鋼材腐食は飛来塩分だけでな

く，温湿度(濡れ時間)に影響されると考えられる. 

5.まとめ 

・高知道では，散布量の 2-3 割程度が翌月の飛散に関

与していることが確認された. 

・凍結防止剤の散布量 S と飛散量 C は C=kS の関係

を明らかにした.結果から飛散寄与率は 0.5～3.1 の範

囲になった.このことから地域の影響は少ないと考え

られ，路面の状態や構造物と周辺との位置関係とい

った飛散のしやすさに影響されるものだと考えられ

る. 

・凍結防止剤の飛散量 C と鋼材の腐食減耗量 A は

A=αCβ の関係を明らかにした.鋼材腐食は，飛来塩分

だけでなく，温湿度(濡れ時間)に影響されると考えら

れる. 

 

 

図-4 散布量と飛散量の関係 

 

図-5 飛散量と腐食減耗量の関係 

 

図-6 飛散量と腐食減耗量の関係(長野県) 
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